














































　家事は 1 世代前に比べ様変わりしている。（2013年 8 月昭和女子大と女性文化研究所の
シンポジウムで明らかになったように）1950年代に女性の家事の大きな部分を占めてい
た裁縫は今やほぼ完全に家庭の外に出されている。洗濯も洗濯機の普及と高度化、クリー
ニングにより大幅に軽減された（それでもゼロではないが）。今現在、食事は外食と加工
食品の普及、お弁当やお惣菜の充実によって急速に家事の王座から降りようとしている。
アメリカや中国がそうであるようにお昼はもちろん、夕食、朝食も外食や持ち帰り食品で
済ます方向になっている。かわって保育園の送り迎え、デイケアセンターの予約のような
福祉や教育の管理の比重が高まり、衣服の管理、子供たちの世話など管理労働が家事の中
心をしめつつある。こうした管理的家事は男女ともに分担が可能であり、現に独身の男女
は自分でこなしている。オランダや北欧などの労働時間の規制や処遇の格差是正のような
政府の取り組み、アメリカのように男性の分担の増大などはぜひ日本でも必要だろう。同
時に日本独自の対応策として、夫婦だけでなく、双方の両親や地域社会などの健康な高齢
者を巻き込むことも進めるべきである。
　今後の知識基盤社会において男女の労働時間の短縮は心身の健康を維持するうえで大事
であるばかりではなく労働生産性を上げるためにも不可避である。著者が指摘するように
家事を担う労働者の現実は重く、深刻であるが、だからこそそれに負けず自分の身の回り
の夫などの家族に働きかけることをあきらめず、小さな変革を重ねていくよりほかないと
私は考える。
　「女性は男性と全く同じように働くことができる、もし家政婦を雇うことができれば」
かつてインド系アメリカ人の女性経営者が言った言葉を思い出す。家事労働をどう位置づ
けるか、新たな課題を考えるきっかけになるだろう。
（ばんどう　まりこ　大学院生活機構研究科教授　女性文化研究所所長）
